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「年金」というと、皆さまはどのようなイメージをお持ちでしょうか。安心の老後を迎える
ために必要な不可欠なもの、一方で制度が複雑で分かりにくいものとさまざまな印象をお持ち
なのではないでしょうか。 
年金制度とは、高齢期に達するなど要件を満たした方に対して、定期的に一定の金額を給付

する仕組みのことです。制度の性格により、国民に加入義務があり、国が運営する公的年金と、
個人や企業の選択で加入する私的年金に分かれます。また、公的年金には、給付の要件によっ
て、老後の生活を支える老齢年金、病気やけがで障害の状態にある方の所得を保障する障害年
金、生計者が死亡した時に家族に支払われる遺族年金があります。 
 日本の年金制度の中核である公的年金制度は、やがて訪れる長い老後や、生活の安定を損な
うような”万が一“の事態に備え、保険料を出し合ってお互いを支え合う社会保険の仕組みです。
その財源は、被保険者の皆さまからいただく保険料と国庫負担（税金）で成り立っています。
また、保険料による積立金を運用し、その収益も年金の財源に充てています。 
 
 このパンフレットは、公的年金制度を中心に、年金制度のポイントを解説したものです。 
 第１章から第５章までは、公的年金制度の仕組みについて解説しています。 
第１章では、公的年金の意義と役割について解説しています。 
第２章では、公的年金の制度体系や、給付額の目安、公的年金制度の財政の仕組みについて

解説しています。 
第３章及び第４章では、公的年金制度の対象者（適用・資格要件）、被保険者が納付する保

険料の水準や免除要件、年金の支給要件・給付額等について、解説しています。 
第５章では、年金積立金の運用について解説しています。 
第６章では、海外に赴任する方が、自国と赴任先で二重に保険料を負担する必要がないよう、

諸外国との間で締結している社会保障協定について、また年金制度の国際比較について解説し
ています。 
第７章では、私的年金の一例として、公的年金に上乗せして年金給付を受けることのできる

企業年金などの仕組みについて解説しています。 
第 8章では、社会保障・税一体改革に関連して平成２４年に成立した年金制度に関する 4つ

の法律について解説しております。 
 
さらに、参考資料として、公的年金制度における直近の財政検証の結果や公的年金制度の運

営業務を担当する日本年金機構の概要を掲載しています。 
皆さまには、年金制度に興味をお持ちいただき、理解を深めていただければ幸いです。 
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第1章 公的年金の意義と役割 

 

１ 少子高齢化の進行と年金の役割・・・・・・・・・・・・６ 

２ 公的年金の基本的な考え方・・・・・・・・・・・・・・・９ 

 

第2章 公的年金制度の概要 

 

１ 公的年金の制度体系 ・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

２ 公的年金の給付金額・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

３ 公的年金の財政・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５ 

 

第3章 公的年金の適用と保険料 

 

１ 公的年金の加入者・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６ 

２ 公的年金の保険料・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７ 

３ 国民年金の保険料免除・・・・・・・・・・・・・・・・１９ 

４ 国民年金保険料の後納制度・・・・・・・・・・・・・・・・２０ 

５ 育休期間中の厚生年金保険料の免除等・・・・・・・・・・・２１ 

 

第4章 年金の支給要件と年金額 

 

１ 老齢基礎年金・老齢厚生年金・・・・・・・・・・・・・・・２３ 

２ 障害基礎年金・障害厚生年金・・・・・・・・・・・・・・・２７ 

３ 遺族基礎年金・遺族厚生年金・・・・・・・・・・・・・・・２９ 

４ 国民年金・厚生年金におけるその他の給付・・・・・・・・・３１ 

 

第5章 年金積立金の運用 

 

１ 年金積立金の意義・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３２ 

２ 運用の仕組みなど・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３３ 
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第6章 社会保障協定 

 

１ 社会保障協定の意義・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３６ 

２ 二重負担の防止・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３６ 

３ 加入期間の通算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３６ 

４ 社会保障協定の締結等の状況・・・・・・・・・・・・・３７ 

５ 年金制度の国際比較・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３８ 

 

第7章 企業年金制度等 

 

１  企業年金等の意義 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３９ 

２  確定給付型と確定拠出型・・・ ・・・・・・・・・・・ ３９ 

３  厚 生 年 金 基 金 の 現 状 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ４ ０ 

４  確 定 給 付 企 業 年 金 の 現 状 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ４ ２ 

５  確 定 拠 出 年 金 の 現 状 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ４ ４ 

６  国 民 年 金 基 金 の 現 状 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ４ ６ 

 

第8章 平成 24 年度の年金制度の改正点 

 

1  国民年金法等の一部を改正する法律等の一部を改正する法律 

  （ 国 民 年 金 法 等 一 部 改 正 法 ）・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ４ ８ 

２ 公的年金制度の財政基盤及び最低保障機能の強化等のための国民年金法

等の一部を改正する法律（年金機能強化法） ・・・・・５１ 

3   被用者年金制度の一元化等を図るための厚生年金保険法等の一部を改正

する法律(被用者年金一元化法)・・・・・・・・・・・・５４ 

4  年金生活者支援給付金の支給に関する法律 

（ 年 金 生 活 者 支 援 給 付 金 法 ）・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ５ ５ 
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参考資料（平成 21 年財政検証結果） 

 

 １ 平成１６年年金制度改正における給付と負担の見直し・・・５８ 

    ２ 財政検証の諸前提・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５９ 

    ３ 厚生年金の財政見通し・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６０ 

    ４ 国民年金の財政見通し・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６１ 

    ５ 給付水準の将来見通し・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６２ 

    ６ 年金額及び所得代替率の見通し （標準世帯）・・・・・・・・・６２ 

 

参考資料（日本年金機構） 

 

    １ 日本年金機構の設立（社会保険庁改革等の経緯）・・・・・・・６３ 

    ２ 日本年金機構の中期目標及び中期計画・・・・・・・・・・・６３ 

    ３ 日本年金機構におけるお客様サービスの基本方針・・・・・・６６ 
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